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女子３回戦は白梅学園のスローオフで試合開始。試合は序盤、白梅学園による先制点から幕開け。豊

富な運動量と強いボディコンタクトを兼ね備えた白梅学園の４－２ＤＦに対し、大分は９番高橋のカッ

トインやミドルシュートで応戦するも、堅守に攻めあぐむ展開が続く。対する白梅学園はＤＦから３番

平野が速攻、サイドシュートで得点を量産し、前半を４点リードで折り返す。 

 後半立ちあがり、大分は５番三浦、８番後藤らの活躍で一挙４点を連取し同点に追いつくも、白梅

学園が２番高橋のミドルシュート、７番伊藤のポストシュートで得点を重ね、再び４点差が開く。その

後大分が猛追し２点差に縮まったところで白梅学園が２度の２分間退場。５人で守る時間が続くが、２

点リードを死守する。その後１点差まで詰め寄った大分だったが白梅学園が１点を守り抜き勝利した。

自分たちよりも大きな相手に果敢に攻め続けた大分を、盤石の布陣で守り抜いた白梅学園に軍配が上が

った。 
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前半序盤からゲームが動き出す。5分過ぎまでに華陵は 4連続得点で一気に加速した。５連続得点

されたところで福井商業はタイムアウトを要求。その後福井商業はでフェンスシステムを変え、華陵の

素早い攻撃に対応する。１０番小益のサイドシュート等で得点を重ねるが、福井商業の堅い守りもあり

前半を１１対３で折り返す。 

後半序盤も華陵の連続得点から試合が動き出した。華陵は４分過ぎ二人目の退場者を出し、その間

に福井商業は連続得点を重ねるが、華陵もミドルシュートなどの得点で点差を詰めさせない。後半１５

分過ぎから華陵の連続得点で２３分までで１０点差がつく試合展開となった。その後もお互い点数を重

ね合い終始華陵がリードしながらの試合を制し勝利した。 
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                           記載者氏名  阿部 哲        
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女子３回戦は小林秀峰のスローオフで試合開始する。引いたディフェンスの麻生に対し、攻撃型ディ

フェンスの小林秀峰。攻撃においては互いにスピードを緩めないチームである。攻撃の正確さと守りの

堅さが勝敗をわける試合となった。 

前半戦序盤、麻生の先取点から始まるが、３点連続で秀峰が差をつける。麻生は山口のサイドシュー

トで勢いづき、そこからキャプテン大久保とサイド根本の活躍により、５点連取、一気に秀峰との差を

広げる。焦る秀峰は 10:21 でタイムアウトをとり、冷静を取り戻す秀峰だが、麻生は容赦なくじわじ

わと差を広げていく。後半戦もじわじわ広がる差を秀峰・川嶋と山田の活躍により一気に勢いに乗り、

後半２６分で同点に追いつく。チャンスを得た秀峰は 29:32 でタイムアウトをとり、作戦を練り藤原

のサイドシュートで逆転をもぎ取り勝利。壮絶な逆転劇で幕を閉じた。 

麻生の敗因は、後半戦、秀峰の止まないスピードについていけなくなったのが勝敗をわけた。 
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堅守速攻のチーム同士は激闘の末２２対１５で那覇西に凱歌があがった。前半はお互いロースコアの

守り合い、後半は上地汐の連打などでジリジリと点差をひろげた那覇西のペースとなった。 

前半開始 2分過ぎ、那覇西が宮里の速攻で先制すると、直後に高津は藤のポストシュートで応酬する。 

高津は最初、那覇西の運動量の多いＤＦに攻めあぐねたが、徐々にギアをあげ木村の速攻、山田、入内

嶋のミドルなどで追いすがる。那覇西は GK仲宗根が再三の美技を見せ、木村のカットインなどで得点

を重ね前半を１０対８で終えた。 

 後半に入ると、高津は藤と細谷の積極的なDFでリズムをつかみ、速い攻撃で８分過ぎにはついに

11 対１１の同点に追いつくと、直後に木村が速攻で逆転する。ここから那覇西は喜納のステップシュ

ート、ポスト上地汐のワンハンドキャッチからのシュートなどで、高津は木村の連打などで点の取り合

いとなる。結局プレーの引き出しに勝る那覇西が逃げ切った。 

高津は個人技勝る相手に対して、激しい DFとトリッキーなポストプレーなどで観客を魅了するモダ

ンなハンドボールを展開したが力尽きた。 
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